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設計・施工にあたっては、建築基準法及びその他関連諸法規に従い、事業者（施工者）自

ら各々の住宅に対し責任を持って計画・実施する必要があります。

しかしながら防水（雨水の浸入対策）については、関係学会・機関等の基準はあるものの、

設計の段階や現場での施工方法をわかりやすく解説した総合的なマニュアルはなかなか見当

たりません。

住宅瑕疵担保責任保険（新築用）の設計施工基準では、保険申込者（事業者）が守るべき最

低限の基準（基本的な考え方）がしめされているのみですが、本書は、ハウスジーメンが住

宅瑕疵保証業務開始以来約10年間にわたって調査・分析した漏水事故のデータを基に、現在

住宅業界に普及している工法・技術をベースに雨漏りを未然に防止する安全で確実な施工方

法の解説書としてまとめました。

安心な住いづくりをすることで消費者からの信用をいただく為に、本書を設計者、現場担当

者、施工者の方々に広く活用されることを心から願っております。

ご使用にあたって

本書の読み方

本書は防水施工の重要ポイントを設計施工基準の条文に合わせてわかりやすくお伝えするため、

図・イラスト・写真を掲載しています。

◎ 納まり図、イラストはすべてイメージ参考図です。

◎ 表記寸法や表記仕様書等は、参考寸法・参考仕様書等を示しています。

ただし、設計施工基準で規定している寸法・仕様は遵守してください。

◎ 参考図表中の数値の単位について、記載のないものは「ｍｍ」となっています。
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①目視・計測 ②ヒアリング

検査
項目 ■ 壁取合部250㎜以上　かつ雨押包板上50㎜以上 ○

△
①が不可の場合

条文

　設計施工要領解説　【追加防水ー木造編】

防水紙立上り寸法
検査方法

（屋根の防水）
第７条
　　　屋根は、勾配屋根とする。なお、陸屋根については、第８条(バルコニー及び陸屋根)
　　　に規定する。
　２　屋根には、下ぶきを施すこととし、下ぶき材の品質及びふき方は次の各号に適合
　　　するものとする。
　（１）下ぶき材は、JIS A 6005（アスファルトルーフィングフェルト）に適合する
　　　　アスファルトルーフィング940又はこれと同等以上の防水性能を有するものとす
る。
　（２）上下（流れ方向）は100mm以上、左右は200mm以上重ね合わせることとする。
　（３）谷部及び棟部は、谷底及び棟頂部より両方向へそれぞれ250mm以上重ね
　　　　合わせることとする。ただし、ふき材製造者の施工基準においてふき材の端部に
　　　　止水措置を施すなど、当該基準が雨水の浸入を防止するために適切であると
　　　　認められる場合は当該基準によることができる。
　（４）屋根面と壁面立上げ部の巻き返し長さは、250mm以上かつ雨押さえ上端より
　　　　50mm以上とする。

施
工
上
の
注
意
点

参
考

垂木

野地板

防水紙

雨押え上端より

50以上立上げ

雨押え包み板
下ぶき材

250以上かつ、雨押え

上端より50以上立上げ

防水紙

雨押え上端より

50以上立上げ

雨押え包み板

下ぶき材

垂木

野地板

下ぶき材の品質 【第７条第２項第1号】
アスファルトルーフィング９４０又は同等以上の防水性能を有するもの。

同等以上として取扱えるものは、アスファルトルーフィング工業規格「ARK-

04S」で定められた品質規格以上。

●改質アスファルトルーフィング下葺材

●アスファルトルーフィング１５００

●合成ゴムルーフィング

●透湿ルーフィング 等

左記材質は、アスファルトルーフィン

グ

同等品以上の商品です。

屋根と壁の取合い部の納まり例

破風

シーリング

雨水を壁際から離して

軒樋に誘導する部材で

す。

上記金物がないと大量

の雨水が壁に流れ、壁

を汚し外壁を侵食し、

しいては雨漏れに発展

していきます。

壁止まり役物
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■ 【屋根下地材】アスファルトルーフィング９４０　１５００

■

　設計施工要領解説　【追加防水ー木造編】

下ぶき材の種類

　【屋根下地材】透湿ルーフィング

※掲載元

アスファルト

ルーフィング工業会

遮熱ルーフエアテックス

（フクビ化学工業株式会社）

デルタ

（ドルケン・ジャパン株式会社）

タイベック ルーフライ

ナー

（旭・デュポンフラッシュス

パンプロダクツ㈱）

ルーフラミテクト

（セーレン株式会社 ハウジング

資材販売部）

イーストルーフシルバー

（株式会社ナガイ）

※掲載元

透湿ルーフィング協会

屋根下地材としてアスファルトルーフィング940同等以上の商品です。

アスファルトルーフィングではありませんが屋根下地材としてアスファルトルーフィング940に代わる同

等以上の商品です。

屋根下地材

壁下地材
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①目視・計測 ②ヒアリング

■

■

【バルコニー・陸屋根】防水材の壁取合部分防水立上寸法
検査方法

検査
項目

開口部下端120㎜以上・開口部下端以外250㎜以上
○

△
①が不可の場合サッシ下部の防水施工状況

　設計施工要領解説　【追加防水ー木造編】

条文

（バルコニー及び陸屋根の防水）
第８条
　　 床は、1/50以上の勾配を設けることとする。ただし、防水材製造者の施工基準に
　　 おいて表面排水を行いやすい措置を施すなど、当該基準が雨水の浸入を防止する
　 　ために適切であると認められる場合は当該基準によることができる。

　３ 壁面との取り合い部分（手すり壁又はパラペット（本条において、以下「手すり
　　 壁等」という）との取り合い部分を含む）の防水層は、開口部の下端で120mm以上、
　　 それ以外の部分で250mm以上立ち上げ、その端部にシーリング材又は防水テープ
　　 を施すこととする。

施
工
上
の
注
意
点

防水層面

1/50以 1
2
0
以

上

防
水

壁
立

上
が

り
サ

ッ
シ

2
5
0
以

上

壁
一

般
部

防
水

壁
立

上
が

り

シーリング

サッシフィンに突き付けの場合 防水紙の巻き込みの場

防水層面

1/50以上 1
2
0
以

上

防
水

壁
立

上
が

り
サ

ッ
シ

2
5
0
以

上

壁
一

般
部

防
水

壁
立

上
が

り

シーリング

防水層の納まり事例

2
5
0
以

上
の

立
上

り
寸

法

下記の寸法を遵守してください。検査では計測を行ないま

アルミ手摺

スリット
なお、手すり壁等にアルミ製の手すりを設けたり、スリットや飾り窓を設けたりする

部分においても”防水層の立上り高さは250㎜以上”必要です。

また、本条３項で言う「250㎜」及び「120㎜」は、見えがかり部分を指すものではなく、

防水層自体の高さです。したがって防水先施工の場合は、サッシ下枠（フィン）の裏

側に立上がっている防水層を含めた高さとします。

ポイント

※指定寸法に達していない場合は、ハウスジーメンとの協議になります。
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①目視・計測 ②ヒアリング

検査
項目 ■ 上端部防水措置・上端部（金属笠木等）施工状況 ○ △

①が不可の場合

条文

（バルコニー及び陸屋根の防水）
第８条

　５　手すり壁等は、次の各号による防水措置を施すものとする。
　（１）防水紙は、JIS A 6005（アスファルトルーフィングフェルト）に適合するアス
　　　  ファルトフェルト430、JIS A 6111（透湿防水シート）に適合する透湿防水
　　  　シート又はこれらと同等以上の防水性能を有するものとする。
　（２）防水紙は、手すり壁等の下端から張り上げ、手すり壁等の上端部で重ね合わせる
　　　  こととする。
　（３）上端部は、金属製の笠木を設置するなど適切な防水措置を施すこと。
　（４）上端部に笠木等を釘やビスを用いて固定する場合は、釘又はビス等が防水層を
　　　  貫通する部分にあらかじめ防水テープやシーリングなどを用い止水措置を施す
　　　  こと。
　（５）外壁を通気構法とした場合のパラペットは、外壁の通気を妨げない形状とする
　　　  こと。

施
工
上
の
注
意
点

　設計施工要領解説　【追加防水ー木造編】

【バルコニー・陸屋根】パラペット等　防水紙種類・防水措置
検査方法

防水紙の納まり及び通気工法の納まり例

金属笠木及び防水措置の必要性の理由
パラペットの上端部は、寒暖による温度変化、日射、凍結等、気候による影響を強く受ける部位である為、ひ

び割れが発生する場合があります。よって、金属製笠木の設置又は防水材料の施工等、雨水の浸入を防止

するために有効な措置を講じる必要があります。なお、ここでいう「防水材料」には防水モルタルや撥水材は

含みません。

金属笠木

手摺の両側で通気を排出 手摺の内側で通気を排出

金属笠木

シーリング

防
水

紙
の

縦
重

ね
合

わ
せ

9
0
以

上

金属笠木

手
す
り
壁

●鞍掛シート

●防水紙の折り返し

どちらも可とする。

但し、重ね合せ寸法はの第９

条第２項第３号に準ずる。

鞍掛
透湿防水シート

パラペット及び手摺壁の上端部は、雨漏れ事故が多い箇所です。十分に注意して施工を実施して

ください。また通気工法であるにもかかわらず吸気・排気が機能せず腐食に至るケースも発生して

いますので注意してください。

ポイント
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①目視・計測 ②ヒアリング

■

■ アスファルトフェルト430（JIS A 6005又は同等以上）

■

　設計施工要領解説　【追加防水ー木造編】

【バルコニー】手摺壁等　防水紙種類・防水措置－１
検査方法

施
工
上
の
注
意
点

参
考

検査
項目

透湿防水シート（JIS A 6111又は同等以上）

○
△

①が不可の場合

上端部防水措置・上端部（金属笠木等）施工状況

条文

（バルコニー及び陸屋根の防水）
第８条

　５　手すり壁等は、次の各号による防水措置を施すものとする。
　　（１）防水紙は、JIS A 6005（アスファルトルーフィングフェルト）に適合するアスファルトフェルト
　　　　 430、JIS A 6111（透湿防水シート）に適合する透湿防水シート又はこれらと同等以上の
　　　 　防水性能を有するものとする。
　　（２）防水紙は、手すり壁等の下端から張り上げ、手すり壁等の上端部で重ね合わせること
　　　　 とする。
　　（３）上端部は、金属製の笠木を設置するなど適切な防水措置を施すこと。
　　（４）上端部に笠木等を釘やビスを用いて固定する場合は、釘又はビス等が防水層を貫通
　　　　 する部分にあらかじめ防水テープやシーリングなどを用い止水措置を施すこと。
　　（５）外壁を通気構法とした場合のパラペットは、外壁の通気を妨げない形状とすること。

防水紙使い分けの考え方 通気構法の考え方

通
気
層

乾
式
仕
上
げ

躯
体

透湿防水シート

通
気
層

躯
体

湿
式
仕
上
げ

透湿防水シート

アスファルトフェルト430

湿
式
仕
上
げ

躯
体

アスファルトフェルト430

■ 乾式仕上は、通気工法とする。

■ 防水紙は、透湿防水シートとする。

■ 湿式仕上で、通気構法を使用しない場合は、透湿防水シートは不可とする。

アスファルトフェルト430同等品以上とする。

透湿シート及び防水シートともに透湿防水シートを指します。

■ 透湿防水シート →水は通さないが湿気（水蒸気）は通す。 ・・・・外部に使用

※主に乾式（通気構法）仕上時に使用します。

類似品で下記防水紙がありますので注意してください

■ 防湿気密シート →空気と湿気（水蒸気）を通さない。 ・・・・室内に使用

※主にベーバーバリア仕様として断熱材とＰＢの間に貼り付けます。

■ アスファルトフェルト →水と湿気（水蒸気）を通さない。 ・・・・外部に使用

※湿式工法施工時に使用します。
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①目視・計測 ②ヒアリング

　設計施工要領解説　【追加防水ー木造編】

【バルコニー】手摺壁等　防水紙種類・防水措置－2
検査方法

施
工
上
の
注
意
点

手すり壁と外壁の取合部の納まり
（透湿防水シート・アスファルトフェルト）

是正前

手すりと壁の取合部の施工の注意点

①防水シートにピンホールを作らない。

②防水シートは連続性を確保。

（防水テープで連続性を確保）

防水テープの代わりに一体成形カバー材を使

用するとピンホールができ難いです。

手
す
り
壁

重
ね

合
せ

縦
9
0
㎜

以
上

笠木天端の透湿防水シートの納まり

① 三面交点ポイントの確認 → ピンホールの有無の確認

② 透湿防水シートの重ね合せ寸法の確認 → 90㎜以上

③ 鞍掛シートの確認 → 有無の確認

（透湿防水シートが反対側の壁まで巻き込んである場合は不要）

④ スリット部の三面交点の確認 （スリットがある場合）

鞍掛シート

鞍掛シート
鞍掛シートで納める方法 透湿防水シートで納める方法

※透湿防水シートの重ね合せ

寸法に準ずる（第9条第2項第3号）

スリット部の納め方

透湿防水シート

三面交点のピンホー

ル

雨漏れ危険要注意ポ

防水テープ

防水下地

鞍掛シート

透湿防水シート

透湿防水

シート

三面交点

（ピンホール）

透湿防水シート

防水テープ

で連続性を

確保する

是正後

笠木天端の透湿防水シート継ぎ目の納まり

重
ね

合
せ

縦
9
0
㎜

以
上

手
す
り
壁

重
ね

合
せ

縦
9
0
㎜

以
上

ポイント
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①目視・計測 ②ヒアリング

検査
項目 ■ 勾配及び防水施工状況 ○ △

①が不可の場合

施
工
上
の
注
意
点

　設計施工要領解説　【追加防水ー木造編】

【バルコニー・陸屋根】排水溝
検査方法

条文

（バルコニー及び陸屋根の防水）
第８条

　４ 排水溝は勾配を確保し、排水ドレイン取付部は防水層の補強措置及び取合部の
　　 止水措置を施すこととする。

陸屋根防水層の納まり事例

張りシロ100㎜

耐水合板

根太

防水層

シーリング

下地材

接続管（VU・VP

排水溝事例

バルコニー床下地材

防水下地

防水層
シーリング

竪引き排水ドレイン

防水層と排水ドレインが、不連

防水下地

防水層

シーリング

竪引き排水ドレイン

バルコニー床下地板バルコニー床下地材

防水下地材

防水層

シーリング材

竪引き排水ドレイン

シーリング材

バルコニー床下地材

防水下地材

防水層

竪引き排水ドレイン

防水層と排水ドレインが、連続

防水層の種別に適合したシール材

（不定形シール材・液状シール材）

合格の参考例 不合格の参考例

目視確認

勾配があり、最低でも防水層（トッ

プコート等）が、ドレイン管まで塗布

されていてシーリング材が充填さ

れていることを確認してください。

この場所を確認

9 IM140326-068(1)



 

①目視・計測 ②ヒアリング

検査
項目 ■ ○ △

①が不可の場合

　設計施工要領解説　【追加防水ー木造編】

天窓（トップライト）・煙突など
検査方法

製造者施工方法に基づいた防水措置の施工状況
（屋上設置等で目視できるものに限る）

条文

（屋根の防水）
第７条

　３ 天窓の周囲は、各製造所が指定する施工方法に基づいて防水措置を施すこと
　　 とする。

施
工
上
の
注
意
点

トップライトの納まり例

下ぶき材

立上り防水シート

防水テープ
※
下
ぶ
き
材
立
上
り
高
さ

※
水
切
り
部
材
立
上
り
高
さ

天窓

天窓

野地板

陸屋根及び緩傾斜用トップライ

ト

※高さについては、製造所指定の施工要領に準ずる。

ポイント

□ 雨漏れが多い箇所です。製造所指定の施工方法を遵守してください。

□ 防水検査時点においては、既に仕上材が施工されている場合が

多いため、目視できる場合は目視、目視できない場合は、『製造所指定

の施工方法』かヒアリングにて検査を行います。
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①目視・計測 ②ヒアリング

■

■ 防水紙の重ね合わせ寸法

検査
項目

防水紙　種類・施工状況
○

△
①が不可の場合

条文

（外壁の防水）
第９条

　２　防水紙の品質及び張り方は、次の各号によるものとする。
　（１）通気構法（外壁内に通気層を設け、壁体内通気を可能とする構造）とした外壁に
　　　　用いる防水紙は、JIS A 6111（透湿防水シート）に適合する透湿防水シート
       又はこれと同等以上の透湿性能及び防水性能を有するものとする。
　（２）前号以外の外壁に用いる防水紙は、JIS A 6005（アスファルトルーフィングフェ
　　　  ルト）に適合するアスファルトフェルト430又はこれと同等以上の防水性能を
       有するもの（透湿防水シートを除く）とする。
　（３）防水紙の重ね合わせは、縦、横とも90mm以上とする。横の重ね合わせは、
       窯業系サイディング仕上げは150mm以上、金属系サイディング仕上げは150
       mm以上とする。
　　　  ただし、サイディング材製造者の施工基準においてサイディング材の目地や継ぎ目
　　　  からの雨水の浸入を防止するために有効な措置を施すなど、当該基準が適切である
　　　  と認められる場合は当該基準によることができる。

　設計施工要領解説　【追加防水ー木造編】

外壁　乾式／湿式／ＡＬＣパネル
検査方法

施
工
上
の
注
意
点

条文

（湿式の外壁仕上）
第11条

　２ 下地は、ラス張り（平ラスを除く）とする。ただし、国土交通大臣の認定
     または指定を取得した外壁下地で、ラス網を必要としないモルタル下地
      専用のボードを用いる場合はこの限りでない。

施
工
上
の
注
意
点

【乾式仕上】

透湿防水シー

横の重ね合わせ 90以上（アスファルトフェルト430）

横の重ね合わせ 150以上（透湿防水シート）

透湿防水シート

（アスファルトフェルト430）

防水紙の重ね合せ寸法

縦の重ね合わせ 90以上（アスファルトフェルト

430）

縦の重ね合わせ 90以上（透湿防水シート）

【湿式仕上】

アスファルトフェルト430

湿式仕上（アスファルトフェルト仕様）の場合、平ラスは不可となります。
→線径が細い為腐食しやすくモルタルが剥離しやすい為。

検査時にラス網の仕様確認及びタッカー留め時の防水紙破れ等の確認を行います。

平ラス

ポイント
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①目視・計測 ②ヒアリング

■ ○
△

①が不可の場合

□ ○ －

□ ○ －

□ 通気構法 ○
△

①が不可の場合

外壁共通－１
検査方法

検査
項目

シーリングの種類

外壁開口部周囲の防水　防水紙と防水テープ（乾式・湿式）

外壁開口部周囲の防水　シーリング（ＡＬＣ等）

　設計施工要領解説　【追加防水ー木造編】

条文

（乾式の外壁仕上げ）
第10条

　４ 外壁の開口部の周囲は、JIS A 5758（建築用シーリング材）に適合するもので、
　　 JISの耐久性による区分の8020の品質又はこれと同等以上の耐久性能を有する
　　 シーリング材を用い、適切な防水措置を施すこととする。

施
工
上
の
注
意
点

参
考

ＪＩＳ規格適合品かどうかの確認方法！

各商材や部材に記載されているＪＩＳマークを確認してください。

JIS A5758

耐久性区分 8020
ナンバーを確

耐久性区分の見方

ＪＩＳ Ａ5758の耐久性区分

■「10030」や「9030」 ≧ 「8020」以上の耐久性能を持つ。

■「 7020」や「7010」 ＜ 「8020」を下回る耐久性能となる。

したがって、耐久性の低いシーリング材は開口部の周囲に用いることはできません。

耐久性区分の意味

◆ 前半の数字（100，90，80）は、圧縮加熱温度（℃）を示す。

◆ 後半の数字（30、20）は、変形率（％）を示す。

例えば、「8020」の場合は、80℃で加熱しながら、20％変形するまで引っ張るなどの試験を行な

い、試験体に融解、膨張、ひび割れなどの異常が認められないことが条件となっています。

ポイント

□ 協力業者に一任するのではなく、自らの目で確認し施工してください。

（品質の劣るシーリング材、材料に合わないシーリング材は劣化が速まります。

□ 品質の異なるシーリング材を使用することは、住宅の劣化を早めます。
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①目視・計測 ②ヒアリング

□ ○
△

①が不可の場合

■ ○ －

□ ○ －

□ 通気構法 ○
△

①が不可の場合

外壁共通－２
検査方法

検査
項目

シーリングの種類

外壁開口部周囲の防水　防水紙と防水テープ（乾式・湿式）

外壁開口部周囲の防水　シーリング（ＡＬＣ等）

　設計施工要領解説　【追加防水ー木造編】

条文

（外壁の防水）
第９条
　　外壁は、防水紙又は雨水の浸透を防止する仕上材等を用い、構造方法に応じた
　　防水措置を施すこととする。

　２ 防水紙の品質及び張り方は、次の各号によるものとする。

　（４）外壁開口部の周囲（サッシ、その他の壁貫通口等の周囲）は、防水テープを
　　 　 用い防水紙を密着させることとする。

施
工
上
の
注
意
点

両面防水シートの張り方

１． 順番通りに両面防水テープが張られているか確認してください。

①下部 →②左右 →③上部の順番です。
２． ③の両面防水テープは、②の両面防水テープより長く、②の両面防水テープは①の両面

防水テープより長くなっているか確認してください。

３． 防水紙及び両面防水テープのしわの有無を確認してください。

４． 貫通部が片面防水テープ又はシーリング材で隙間なく一体化しているか確認してください。

ポイント

換気フード周囲の納まり例

30以上

1

透湿防水シート

両面防水シート

サイディング

シーリング材

先張り防水

シート

貫通部のポイント

貫通部周囲が防水テープで

防水紙としっかり密着されて

いるか確認してください。

防水テープ

施工優先順位

100 100

7
5
以

上

縦を短く

横を長くする

横を短く

縦を長くする

両面防水テープ

両面防水テープ

両面防水テープ

①

② ②

③

透湿防水

シート

先張り

防水シート

透湿防水

シートを先

張り防水

シートの中

へ差し込 ①

③

② ②
先張り防水シート
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①目視・計測 ②ヒアリング

□ ○
△

①が不可の場合

□ ○ －

■ ○ －

□ 通気構法 ○
△

①が不可の場合

外壁共通－３
検査方法

検査
項目

シーリングの種類

外壁開口部周囲の防水　防水紙と防水テープ（乾式・湿式）

外壁開口部周囲の防水　シーリング（ＡＬＣ等）

　設計施工要領解説　【追加防水ー木造編】

条文

（外壁の防水）
第９条

　３　ALCパネルその他これらに類する材料を用いた外壁の表面には、次の各号の
　　  いずれかに該当する雨水の浸透を防止する仕上材等の防水措置を施すこととする。
　（１）JIS A 6909（建築用仕上塗材）の薄付け仕上塗材に適合する防水形外装薄塗材E
　（２）JIS A 6909（建築用仕上塗材）の厚付け仕上塗材に適合する外装厚塗材E
　（３）JIS A 6909（建築用仕上塗材）の複層仕上塗材に適合する複層塗材CE、
　　　  可とう形複合塗材CE、防水形複合塗材CE、複層塗材Si、複層塗材E又は
　　 　 防水形複層塗材E
　（４）JIS A 6021（建築用塗膜防水材）の外壁用塗膜防水材に適合するアクリルゴム系
　（５）前各号に掲げるものと同等以上の雨水の浸透防止に有効であるもの。

施
工
上
の
注
意
点

参
考

■サッシ廻り

■ＡＬＣパネル目地

にはシーリング材を

充填してください

ＡＬＣパネル

※上記防水措置が必要

となります

ＡＬＣ板 シーリング施工範囲
なお、第９条第３項に規定す

る仕上材が施されている場合

はALCパネルの下に用いる

防水紙の有無や種別は問い

ません。したがってALCパネ

ル製造者の仕様（施工方法）

によっては、透湿防水シート

にALCパネルを直張りする場

合がありますが、通気工法と

していない場合においても第

９条第２項に従い、アスファル

トフェルト４３０に変更する必

ＪＩＳ A６９０９（建築用仕上塗材）適合品であっても第９条第３項に規定されていない仕上材があ

りますので注意してください。

ポイント

合成樹脂エマルジョン系の吹き付け材で、砂壁状の仕上げ面をもち、外装用に使う。安価だが防水

性はやや劣る。

ＪＩＳ規格の「薄付け仕上げ塗材」の代表的な仕上げ。大別するとセメント系のものとアクリル系のもの

があり、現在ではアクリル系のものが主流である。アクリル系のものの中には素地のクラック（ひび割

れ）への追従を目的とした弾力性を有するものがあり「弾性リシン」とよばれているが、リシンの塗膜は

薄いため、スタンダードなリシンよりも汚れやすい。

主に消石灰（水酸化カルシウム）を使用します。これを下地に食いつきよくするように左官糊を加えて

仕上げ塗りにします。昔ながらの漆喰塗りです。

樹脂

リシン

弾性

リシン

セメント

スタッコ

ＪＩＳ A６９０９（建築用仕上塗材）適合品だが第９条第３項に規定されていないため使用できない

仕上材。
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ＪＩＳ　Ａ　６９０９　建築用仕上塗材

　設計施工要領解説　【追加防水ー木造編】

※掲載元 菊水化学工業
ＡＬＣパネルに使用できる防水塗材（例）
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①目視・計測 ②ヒアリング

□ ○
△

①が不可の場合

□ ○ －

□ ○ －

■ 通気構法 ○
△

①が不可の場合

　設計施工要領解説　【追加防水ー木造編】

外壁共通－４-1
検査方法

施
工
上
の
注
意
点

検査
項目

シーリングの種類

外壁開口部周囲の防水　防水紙と防水テープ（乾式・湿式）

外壁開口部周囲の防水　シーリング（ＡＬＣ等）

条文

（乾式の外壁仕上げ）
第10条
　 乾式外壁仕上げ（第３項のものを除く）は、通気構法とする。

　（２）通気層は、通気胴縁又は専用の通気金具を用いて確保することとする。
　　　  通気胴縁は、サイディング材の留め付けに必要な保持力を確保できるものとし、
　　　  幅は45mm以上とする。サイディング材のジョイント部に用いるものは幅90mm
        以上（45mm以上を２枚あわせを含む）とする。
　（３）通気層は厚さ15mm以上を確保することとする。ただし、下地に合板を張る場合
　　　  など、通気に有効な厚さを確保する場合はこの限りではない。

通気胴縁の施工方法
シーリング

胴縁

窯業系サイディング

透湿防水シート

両面防水テープ

柱
通気層15㎜以

90以上 45以上45以上

縦胴縁

サイディング

目地ジョイナー留付金具

縦胴縁

透湿防水シート

通気層内の空気の流れのイメージ図

3
0 空気

空
気

の
流

れ

縦胴縁の場合 横胴縁の場合

30

空気

1820以下

ポイント

① 胴縁（縦・横）は、サッシに付けずに約30㎜程度の隙間が開いているか確認してください。

（隙間がないと風が流れにくくなります）

空気の流
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①目視・計測 ②ヒアリング

　設計施工要領解説　【追加防水ー木造編】

外壁共通－４-2
検査方法

施
工
上
の
注
意
点

② 乾式工法の場合、通気層15㎜以上確保できていることを確認・施工してください。

③ 検査時に、通気胴縁や通気金具止めが施工されていない場合は、ヒアリング検査を行います。

下地が合板の場合は、通気層の寸法規定はありません。但し通気可能

寸法であるかの判断は、事業者様にて判断・施工してください。

通気金具止金具とする場合は、通気胴縁を設けないことができます。施

工の簡略化が可能となります。

通気金具止工法の場合

下地が合板の場合

例外措置 ①

ポイント

例外措置 ②
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①目視・計測 ②ヒアリング

検査
項目 ■ 水切り 設置状況 ○

△
①が不可の場合

　設計施工要領解説　【追加防水ー木造編】

外壁共通－５-1
検査方法

施
工
上
の
注
意
点

水切りが無いと・・・

基礎地面

跳ね返り水

壁面に降りかかる雨水

通気層に進入した雨水

地面やテラスなどからの跳ね返り水や雨水は土台

にまわり込みやすく、土台の腐朽、劣化などの不具

合を生じることがあります。

通気胴縁等で通気層を確保しても、サイディングと

水切りに隙間がないと空気が流れなくなり、温度

差による湿気が結露となり防水紙及び通気胴縁を

腐食させることに繋がります。

土台水切りの役割とは、

① 土台の腐朽、劣化などの不具合を防ぎます。

② 室内への水の浸入を防止します。
雨水

透湿防水シートの上に水切りを設置すると、雨水又

は結露による水が土台内部に浸入し腐食に繋がり

ます。

床下換気

土台

基礎

外装材

透湿防水シート

縦胴縁

水切り

ポイント（正しい取付順位）

①

②

③

④
⑤

水切り

防水テープ

透湿防水シート

通気胴縁

サイディング

１． 順番通りに各部材が施工されているか確認してください。

危

透湿防水シート

胴縁

防水テープ

水切り

通気口無し

基礎

水切りとサイディングに隙間がないと・・・ 危

施工順位を間違えると・・・ 危

①水切り →②防水テープ →③透湿防水シート

→通気胴縁 →⑤サイディングの順番です。

取付順番を間違えるとトラブル要因に発展しま

す。
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①目視・計測 ②ヒアリング
外壁共通－５-2

検査方法

施
工
上
の
注
意
点

　設計施工要領解説　【追加防水ー木造編】

床下換気

床下換気

土台

基礎

外装材

透湿防水シート

縦胴縁

両面防水シート

水切り

通気口（10～15㎜）

通
気

口

1
0
～

1
5

２． 水切りとサイディングに10～15㎜の通気口（クリアランス）があるか確認してください。

水切り

水切り

床下換気

床下換気

土台

基礎

外装材

透湿防水シート

横胴縁

両面防水シート

通気口（10～15㎜）

透湿防水シート

30

横胴縁

サイディング

空気

３． 横胴縁の場合、約30㎜の隙間があるか確認してください。

通気口のクリアランス寸法は、10～15㎜です。
土台水切りに外装材を突き付け施工をした場合、雪や融雪水が氷着し、外装材表面が

常時湿潤状態となり、凍結融解を繰り返すことで凍害が発生します。

横胴縁の隙間寸法は、30㎜です。
横胴縁を連続施工した場合、風が流れなくなることで外装材内面が常時湿潤状態となり、

結露を発生させる要因となり、透湿防水シートや胴縁、しいては断熱材を劣化させる要

因となります。

水切り

スターター金

通
気

口
（
1
0
～

1
5
㎜

）

横胴縁の場合は、横胴縁間に

約30㎜の隙間を設けてくださ

ポイント
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